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The aims of Challenge Seminar are for students to organize the main point of a lot of information, to discuss topics, and 

to express the result from their research properly. The purpose of this article is to show what kind of effects media education 

provides to students. In 2014, one of my seminar’s topics was to apply McLuhan’s media theory. One student quoted the 

theory to support his hypothesis: how information technology connected with cold medium makes coterie activity become 

more active than before. In this article, three points will be focused on: how to lecture students who are not familiar with 

sociology about social theory, how the student summarized the lecture, and how he found his research topic by himself. 
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１．はじめに 

 

「チャレンジゼミナール」は、一般科目および専

門共通科目に所属する教員全員が、それぞれの専門

分野に応じてテーマを設定し少人数の学生に対し

ておこなうゼミ形式の科目である。本稿の目的は、

本科目をはじめて担当することとなった筆者の授

業内で取り扱ったテーマとそのテーマに即して学

生がおこなった考察を整理することにより、本科目

での学習効果を考察するものである。 

 

２．テーマ設定 

 

 「チャレンジゼミナール」全体の学習目的は「与

えられたテーマに沿って、主体的に問題に取り組み、

問題を解決する能力を身につける。さらに得られた

成果を適切な方法で表現する力を身につける」こと

である。その到達目標として以下の３点があげられ

る。 

 

・多くの情報の中から要点を整理できるよう

になること。 

・他人の意見を理解し議論することができる

ようになること。 

                                                  

原稿受付 平成 27年 9月 24日 

＊一般科目 

・得られた結果や成果を正確に表現できるよ

うになること。 

 

 本校の４学科（機械工学科・電気電子工学科・電

子制御工学科・情報工学科）に所属する学生とゼミ

を担当する教員にとって、テーマ設定は重要である。

本稿の筆者は一般科目の英語を担当しているが、一

方でその研究領域は、イギリス文学、特に１９世紀

ロマン主義文学である。しかしながら１年という制

約が設けられた状態で、文学作品を原書で講読する

こと、さらにそのうえで作品考察をおこなうことの

困難さを考えたときに、文学はテーマとして適切な

領域であるとはいいがたい。 

ではそのほかの専門のひとつとして掲げている

領域は、「印刷技術や演劇にみるメディア研究」で

ある。高専生にとっての必須技能として、メディア・

リテラシーが挙げられる。しかしながら、通常の高

専でのカリキュラム上で実施されているメディア

教育および「モデルコアカリキュラム」において言

及されている学習項目では、時間的な制約も一因と

して挙げられるのだろうが、現代の ICT 時代を前提

とした範囲の授業設定がなされているように思わ

れる。そのうえで複数開講のゼミのひとつとして

「演技空間と意識」というテーマを設定した。これ
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は、あらゆる空間にひそんでいる虚構性を考える材

料として、現実を模倣した「みせもの（“show”）」の

構成を理解するためである。 

 主に前期では、批評理論の講読をおこなった。1

回につき複数名に担当をわりあて、授業時に内容に

ついてのレジュメと報告を課した。その後、補足や

修正を加えた講義をおこない、授業のおわりには、

その授業内容の要旨をまとめる練習を実施した。批

評理論は以下の 3 点を中心に据えた。アーヴィン

グ・ゴフマンによる「行為と演技」、ゲオルグ。ジ

ンメルによる「軸の転回」、そしてマーシャル・マ

クルーハンによる「メディア論」である。また後期

には、単独もしくは複数名のグループ単位で、それ

ぞれに課題を設定し、それぞれの考察をレポートに

まとめる時間とした。 

講義中では、このように複数の批評理論を導入す

ることで学生がおこなう考察の可能性を広げたが、

本稿ではマクルーハンの「メディア論」を援用しな

がら、自身の仮説を設定したひとりの学生に注目す

ることにしたい。メディアと呼ばれる空間およびそ

こでおこなわれている現象（もしくは演技）を考察

し、普遍的なメディア効果について理解を深めた過

程を紹介する。そのため、そのほかにおこなった講

義に基づいた学生による考察に優れたものも多数

あったが、ここでは省略する。 

 

３. 講義概要 

 

 本校の学生は、社会学的な知識を得る場所を学校

教育では、ほとんど提供されていない。そのため、

全体に基本な考え方を提供するために、資料講読と

ゼミでの資料報告を学生への課題として、そのうえ

で解説を目的とした講義を実施した。 

 マクルーハンの『メディア論』１）の思想では、メ

ディアとは、「メッセージ」であると同時に「人間 

２）講義用スライド（１） 

 

の拡張」部分であるとされている。そのためメディ

ア規模が拡大することによって、人間の認識可能な

範囲が拡大する、もしくは心理的な感覚では世界が

小さくなったと意識する。この現象を「地球村（グ

ローバル・ヴィレッジ）」とマクルーハンは名づけ

た。下記は人類が生み出した主要なメディアである。

現代に近づくにつれて、物理的な距離は離れるもの

の、情報発信者から受信者までの到達時間が短くな

っていることが明らかである。加えて、メディアの

進化において注目すべき点は、情報受信者が特定可

能な単体や少数だったが、進化につれて不特定多数

に移りゆくところである。また、印刷物や映像、イ

ンターネットと情報移動に加速が生じること、さら

に技術的な発達によって、特定の技術を持たない素

人でも参画が可能となったことは、この後に述べる

学生による研究考察において主要なメディア効果

である。 

 

 

３）講義用スライド（２） 

 

 また「メディアとは人間の拡張」であることを体

感するために下記のような例示をおこなった（講義

用スライド３を参照）。 

 

 

４）講義用スライド（３） 

 

例として挙げた「携帯電話」、「財布（お金）」、「運

転免許証」は、自らが置かれた状況に応じてどれを

とっても、日常生活に差し障りが生じるものである。

すなわち、これらは自らの身体の一部と化しており、

「拡張」部分であるといえる。 

このような基本的なメディアの原理を確認した

うえで、さらにメディアの捉え方の講義を進めた。
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マクルーハンは、メディアを大きく 2種類に区分し

て捉え、それを「熱いメディア」、「冷たいメディア」

とした。両者の違いは、情報の細密度の違いによっ

て区分される。「熱いメディア」の条件として、情

報量が過剰なことが挙げられる。そのため、情報を

受け取る者は、十分に内容を把握することができる。

一方で、「冷たいメディア」とは、「熱いメディア」

と比較して情報量が不足している状態を指す。その

ため、情報を受け取る者が、不足した個所を想像力

や別の情報で補完するか、情報を送り出した者に問

うことで追加の情報を得る。 

下記は、学生のひとりが講義をもとに「熱いメデ

ィア（ホットメディア）」と「冷たいメディア（ク

ールメディア）」の違いをまとめたスライドである。 

 

 

 ５）学生による発表スライド（１） 

 

４．学生による考察 

 

４．１ 学生によるテーマ設定 

 テーマ設定の足掛かりとなる資料講読と資料報

告を経て、学生は単独ないし複数名のグループで、

それぞれテーマについて題材を選んだ。本ゼミでは、

受講者 16 名で 7 つのテーマで考察が進められた。

その中でも、特に「冷たいメディア（クールメディ

ア）」現象に注目した考察を紹介する。 

 

４．２ インターネット現象と「冷たいメディア（ク

ールメディア）」 

 ここで紹介する学生が設定したタイトルは以下

のとおりである。「クールメディアと同人作品―「東

方 Project」を物語消費という考えを通して見る」と

題した考察の目的は、インターネット上でおこなわ

れている同人活動が、メディアの波及効果、特に「ク

ールメディア」の性質によって、その活動形態に変

化がみられることを解き明かすものである。 

 同人活動とは、もともと素人が正規の出版流通を

経ずに、仲間内のみで文学作品を交換し、楽しむも

のであった。古くには、明治時代末期の短歌雑誌「あ

ららぎ」などが例として挙げられる。当初は文芸活

動の一環として、文学作品を中心に発表されていた

が、時代の変化につれて、創作活動のなかに漫画が

流入する。例えば、石ノ森章太郎が 1953 年に創刊

した「墨汁一滴」は、印刷物ではなく「肉筆回覧誌」

とよばれる手書きの原稿を冊子状に綴じて、回覧す

る雑誌であった。このような創作活動の多くは、一

次創作作品が主流派であった。1975 年から開催さ

れている同人誌即売会「コミックマーケット」も当

初は一次創作作品が中心であったものの、徐々に一

次創作作品（漫画やアニメーション、小説）にもと

づいた二次創作作品が主流となった。現代において、

同人活動の中心は二次創作作品が中心である。 

1990年代前半では、同人活動を発表する場は、主

に印刷メディアに制限されていた。そのため、費用

面やその他の事情において誰でも簡単に参加でき

るものではなかった。その後のメディアの変化は同

人活動に多大な影響を及ぼした。もっとも大きな波

及効果を示したものはインターネットである。イン

ターネットが一般社会に普及することで、大量の情

報の送受信が可能となった。 

印刷メディアが中心であった同人活動とは一部

の限定的な趣味を持った仲間内の集まりであった。

しなしながら、1990 年代後半のマスコミによる報

道やインターネットによる情報源によって、同人活

動は一般に知られるようになった。 

すでに触れたように、印刷物が中心であった同人

活動は、情報発信者に制限が設けられている。コピ

ー印刷によって、冊子の作成は可能であるが、大量

複製が難しい。当然ながら、オフセット印刷を請け

負う同人活動を対象とした印刷業者も数多くある

ものの、印刷コストの関係上、一定の販売部数が見

込めない場合や料金的な制約の関係上、誰しも簡単

に利用できるというわけではない。 

しかしながら、インターネットの登場によって、

誰でも簡単に同人活動に参加できるようになった。

それは個人でホームページを作成することが比較

的安価でおこなえるようになり、作品発表をおこな

うことの障害が小さくなったことが一因とされる。 

ここでインターネットによるメディア効果をも

う一度確認したい。インターネット上で閲覧できる

ホームページのおかげで、瞬時に情報を世界中へ発

信することが可能となった。また受信設備が整って

いれば、いつでも受信できる。なおかつ、2000年以

降には、一般大衆にも操作が容易となり特別な技術

ではなくなった。加えて、現在ではタブレット PC

やスマートフォンなどの端末の発達によって、限定

はあるものの「いつでもどこでも」アクセス可能と
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なった。 

「クールメディアと同人作品―「東方 Project」を

物語消費という考えを通して見る」と表題にある

「東方 Project」とは何であろうか。「東方 Project」

とは同人サークル「上海アリス幻樂団」が制作して

いる作品である。この作品は、漫画やアニメーショ

ンの二次創作ではないが、東洋に伝わる伝説や神話

に登場する人物を調整したり、エピソードを利用し

たりしながら、一定の世界観が示された物語である。

すなわち、本作品は著作権のない作品群の二次創作

作品であるといえる。この作品において注目すべき

点は、二次創作活動について制限を設けていないと

ころである。これは、二次創作作品のさらなる二次

創作活動が可能であることを意味する。すなわち、

活動は、二次創作からの三次創作さらには四次創作、

五次創作へと次第に拡大していく。現在、「東方

Project」の二次創作に該当する作品は、コミックマ

ーケットなどの同人誌即売会にとどまらず、商業誌

（商業作品）として、一般流通を請け負う書店にも

店頭に並んでいる。 

 

 
６）学生による発表スライド（２） 

 

本考察におけるメディア効果として注目すべき

点は、以下の二点である。 

 

・作品そのものに内在している「冷たいメディア」

性と二次創作の許容性 

・メディアの発達によって生じた参画の可能性 

 

まず、前者の「冷たいメディア」の要素を考えた

い。例えば、数ある登場人物の中からひとりを選び

出し、受容者の好みに応じて、その人物の作品登場

以前の過去を想像することがある。これ自体は本作

品に限らず、どのような物語であっても受容者が自

由な想像を働かせることがあるだろう。しかしなが

ら、「東方 Project」ではその自由な想像を二次創作

作品として、発表することが公に許容されている。 

「東方 Project」は、すでに延べたとおり、東洋の

伝説や神話をモチーフにした作品である。それぞれ

のエピソードの一部に土着の伝説を思わせる記述

や表現を用いている。作品中には登場しなかった伝

説などをエピソードの続きの物語として、発表する

ことができる。このように作品上に残された空白の

スペースは「冷たいメディア」とみなされ、作品に

想像を加えることで、作中で十分に述べられていな

いことを、自由に創作し発表することが可能である。 

 

 

７）学生による発表スライド（３） 

 

 

８）学生による発表スライド（４） 

 

では、後者のメディアの発達によって、「東方

Project」の二次創作活動が、活性化した点を考えて

みたい。すでに紹介したとおり、コミックマーケッ

トを中心とした同人活動は、いわゆるアマチュアに

よる二次創作による作品を発表する場であったも

のの、そこに参画するには、困難な要素がいくつも

存在した。しかしながら、インターネットが普及し、

誰でも簡単に情報発信者になれることによって、そ

れまでは、作品発表が難しかった層も参画できるよ

うになった。また、インターネット上には、二次創

作作品を発表するためのホームページも開設され

た。例えば、「nikoniko 大百科」や「pixiv」などが代

表的であるが、二次創作の発表だけを目的としてい
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ないと思われる「You-Tube」などにも同人的な二次

創作作品が公開されている。 

 

 

９）学生による発表スライド（５） 

 

またインターネットの効果に、発信者と受容者の応

答関係があることもメディア効果として注目すべ

き点である。それは、受容者が即時に反応を書き込

むことができるため、発信者が受容者の反応をすぐ

に知ることができる点である。また、印刷媒体と比

較したときの電子データの有用性は、編集作業が容

易なことに見出せる。印刷媒体は、一度印刷されれ

ば、大量複写であるため、内容に誤りや問題を見つ

けたとしても簡単には取り消すことができない。デ

ジタルタトゥーと呼ばれるような問題はあるもの

の、発信者は受容者の反応をうかがいながら、情報

の改変や編集が可能である。このように、メディア 

 

 

１０）学生による発表スライド（６） 

 

の多様性から、創作作品を容易に公開することが可

能となったために、「冷たいメディア」の要素を含

んだ作品は、発信者だけではなく受容者もまた新た

な発信者として、作品に参画できるようになったの

である。 

 

５．おわりに 

 

 日常生活やその趣味嗜好の中にある数々の現象

の中で、受講者はそれぞれにテーマ設定をおこなっ

た。いくつかの優れた考察が見られたものの、本稿

で紹介した考察が特に優れている点は、身近な趣味

の世界に起こっている現象が、普遍的なメディア発

達のあり方へと結論づけられたところにある。社会

学が標榜としているところは、現在の視座に立ちな

がら将来を見据える原理の探求である。 

2014 年度実施「チャレンジゼミナール」では、限

られた時間でありながらも、本稿で紹介した学生以

外にも、授業時間外の相当量の時間を費やしながら、

課題に取り組んだ学生が見受けられた。いわゆる実

践的な知識や技術を習得する場ではないものの、自

発的に課題の設定をし、考察する能力を提供する時

間であった。時間の制約によって実証的な根拠まで

調査する時間はなかったが、学習目的を果たせた学

生たちが見られた。ここで紹介しなかった学生の考

察の中には、講義で紹介した批評理論と設定したテ

ーマにずれが生じたことにより、中途半端に終わっ

たものもあった。今後の実施においては、学生それ

ぞれが持っている疑問とそれに応じた批評理論の

講義を持って、受講者がより自発的に課題に取り組

める環境整備を課題としたい。 
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